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結婚祝い
　　　　　　 島崎　裕司 君

・松風会 特老ホーム「まほろば荘」にご寄付
　を頂き誠にありがとうございます。

　　　　　　　　　　　　　髙梨　正章 君

・週報に誤りがありました。6/16日の講演会
　ですが講演会は16：30～で懇親会が18：00～
　です。訂正してお詫びします。

　　　　　　　　　　　　　桑島　周士 君

・田中先生の特別講演会再度のご案内です。
　皆さんのご参加を宜しくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　小平　和広 君

・美酒県山形フェアまだチケットがあります。

　　　　　　　　　　　　　後藤　隆暢 君

・蛭沢湖山林火災ようやく決着がつきました。

　　　　　　　　　　　　　青木　道春 君
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《出席報告》
　会員数   47名　出席者数 25名　出席率　53.19 ％
　前回修正47名 　出席者数 32名　出席率　68.08 ％

《会長の時間》 ＜福祉施設へ寄付贈呈＞
　特別養護老人ホーム まほろば荘 荘長 鈴木景久 氏
　に目録を贈呈

会員
卓話

《委員会報告》　　　　　　　　　　　　　　● 親睦活動委員会
　　　　　　　　　　   山村　義美  委員長

・高畠ライオンズクラブとの交流会
　日時：６月11日（水） 18：30～
　会場：さが江屋旅館
　登録料：4,000円　　締め切り：６/４まで

  ヤマガタアスリートラボ
代表理事    池  田  め ぐ み  氏　　

 糠野目小学校図書贈呈

 庄　司　      薫  君

会員
卓話  庄　司　      薫  君

《メークアップ》 
　 大浦英祐 君・吉田弘二 君・皆川賢治 君・大河原章 君
　 戸田英夫 君・土屋　衛 君・鈴木司郎 君・庄司　薫 君
　 金子睦夫 君・大浦英樹 君・丸山俊秀 君・後藤隆暢 君

前回の例会 ［ 2736 th ］          　2025.５.15

次回の例会 ［ 2738 th ］             2025.６.５

本日の例会 ［ 2737 th ］          2025.５.22

　みなさん、こんにちは。
本日は、会長エレクトの庄司 薫君による会員卓話がご
ざいます。どのようなお話が伺えるのかたいへん楽しみ
にしております。どうぞよろしくお願いいたします。
　また、奉仕プロジェクト委員会の事業として福祉施設
への寄付を行います。まほろば荘より荘長の鈴木景久
様にお越しいただき会長の時間の中でセレモニーを行
いますので、よろしくお願いいたします。
　さて、前回までは「ロータリーの目的」についてお話
ししてまいりました。国際ロータリーの流れが変わってき
たのか今年度までは「国際ロータリーのテーマ」が定
められていましたが、2025-26 年度からは、これが「会
長メッセージ」へと変更されロゴマークも廃止されました。
その代わりに、「3 Year Rolling Goals（ターゲット）」
が提唱されています。これは 3 年間の継続的な目標を
設定し、それに向けて活動を進めていくという考え方です。
　この目標設定の基盤となるのが、「ロータリーの行動
計画（アクションプラン）」です。行動計画には 4 つの
優先事項があります。
今日はそのうちの1つ目をご紹介します。
1．より大きなインパクトをもたらす
実証されたデータに基づいてプロジェクトを定義、測定、
分析することで、リソースを効果的に使用しながら、有
意義で持続可能な良い変化をもたらしていこうというも
のです。
2つ目以降については、次回お話しさせていただきます。
それでは、お食事をお楽しみください。

　ロータリークラブに入会して16年になります。私が経
営者になって20年、この度店舗も亀岡に移転しました。
多くの方々に「なぜ亀岡に移転したのか？」と、よく聞か
れるので、その話も含めて皆さんにお話ししたいと思い
ます。19年前は家族経営で、作り手は父、私、妹でした
が3人同時に入院し一旦店は休業。再開し借り入れを
するために法人化し、私が社長になった経緯がありま
す。最初は10年で借金を返し、10年位店を続けていけ
ばよいか・・そんな気持ちで店をリニューアルオープンい
たしました。
　そんな中、ある農家さんから「市場に出せない廃棄す
る枝豆があるが、もったいないからお菓子にできない
か？」と相談がありました。
聞けばいろんな果物のB級品があり農家さんが困って
いると聞き、一緒に課題解決が出来ないかと思いまし
た。地元の食材を使った高畠ならでは、イズミヤならで
はのお菓子を作り、自分達で自家加工しながら高畠の

銘菓を作る計画を立て
ました。
　枝豆から、ぶどう、り
んご、もも、ラフランス、
ブルーベリー、さくらん
ぼなど、栗は社員全員
で栗を拾いに行き、自
分達で渋皮煮を作りお
菓子に使います。
そんな農家さんとの付

き合いから、農産物を販売するマルシェを開催するよう
になり出展者も多く集まるようになりました。

　当時2店舗あったこ
とと工場と敷地が借
地だったこともあり、1
店舗に集約し移転計
画が持ち上がりまし

た。そこで、これからの店舗は誰に何を売っていくのか明
確にするために社員と一緒に半年をかけてインナーブ
ランディングをし、これからの店舗のブランドコンセプト
を決めました。
　「心がふれあい、身体が満ちたりたひととき」を提供す
ることを決め、「お菓子屋」から「時と場所を提供する」と
事業定義を決めました。
そうすると今後のビジョンも明確になり、新店舗として
そんな場所を探し続けました。そこがこの度の亀岡の店
舗となりました。これからは、広い敷地を利用し、マルシ
ェ、加工所、ドックラン、そしてガーデンウエディングがで
きるようなガーデン作りなどなど10年ビジョンを抱え
高畠の皆さんに足を運んでいただけるような店作りに
励んでいきたいと思っています。
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